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ホーレショ殺しの犯人に対する態皮でもあろう．ヒエロニモはこの裁きに入る
直IIためらいを示した。それは忠子の復響はおろか，殺沓者すら判明せぬあせ
りから，他人のためには法と正義を行使しながらも，我が身の不幸になす術を
知らない血場を嘆いたものであった。副長官に促されて亜い腰を上げたヒエロ
ニモであったが，ペドリンガノの悪態に峻烈な裁き手としての自虻が戻ったの
である。
ヒエロニモが息子の死体発見の当初からしばしば口にした似讐が，法を媒介
とするこの地上での血の復讐であったことは職務上当然なことである。それで
は彼にとって神の存在意義はどこにあったのか。恩子の殺寄者をiﾘIかしてくれ
さえすれば，それで-|･分であったのであろう。リド実，妾イザベラを慰めて次の
ように彼はいった一
Toknowtheauthorweresomeeaseofgrief,
FOrinrevengemyheartwouldfindrelief．(II.v.40-)
しかし皮肉にも，殺害者が明らかとなった時，彼の自負はもろくも崩れ去
る。処刑されたペトリンガノが仙中にしたロレンゾー宛の手紙によって殺害者
は砿認された。悪事が悪の一味によって暴露されたことにヒエロニモは天意を
感じとったのも束の間，犯人が二人の王族と知っては裁判官の締りは忽ち消え
去る。そして狂気もこの時点から兆し始めるのである。それより先，ベリンペ
リアの手紙によってロレンゾーとパルサザーの名を知った時，これは自分を陥
れる策諜ではないかと疑ったのは当然なことであった．しかし皮肉な見方をす
れば，そのことで復讐は遷延されたのである。
ヒエロニモの動揺は，ホレーショ殺害の原因としてスペインとポルトガルの
戦争を呪し､，果てはバルサザーの生誕とその父をも呪うといったことにもうか
がえる。彼自身ことばの空しさを-|･分知りつくしていながら，ここでも感傭の
波に我が身を委ねるのであるcやがて剣をとり直して王に排えようとする－
ButwherefOrewasteImineunfruitfulwords,
When、aughtbutbloodwillsatisfymywoes？
Iwillgoplainmetomylordtheking,
AndcryaloudfOrjusticethroughthecourt,
Wearingthenintswiththesemywither'dfeet,
Andeitherpurchasejusticel)yentreats
～一
3
Ortirethemailwithmyrevengingthreats．(III．vii.67-)
ヒエロニモの心を支配しているものは終始圧倒的な悲しみとそれを癒やす血
への乾きであった。そこに正義への願いがどす黒く混じり合う。ここでも@jus-
tice'と二度繰り返されている｡概してヒエロニモのせりふの特色は，悠傭を表
わすことばが多いことであるが，このことは裁判官という立場が必要とする，
冷静さと相容れない。理非を越えた悠悩の世界に生きるヒエロニモが正義を叫
ぶ時，我々は一抹の不安を覚えざるを得ない。少なくともこの独白は，王の面
前での錯乱の兆しを宿して不気味である。
自らの裁きによる復讐の道を閉ざされたヒエロニモは，ロレンゾーに対し奇
･埆
妙厳復讐を思いえがいた。王に訴える直前のことである。二人のポルトガル人
からカスティール公の邸を尋ねられたヒエロニモは錯乱の呈で答える。罪の意
識から不安と恐怖の森を経て「絶望」と「死」の山に通じる道が左手にある。
そしてその山から程遠くないところでロレンゾーは鉛と血の煮えたぎる大釜の
中で苦しんでいると｡(2)これは極めてキリスト教的な地獄の図であるが,ロレ
ンゾー の罪の意識を前提としている点でこれまた0unfruitfulwolds'にしか
すぎない。当のロレンゾー は罪の意識とは全く無縁である。それどころか,「罪
の意識」をまったく別のコンテキストにおいて自分の悪事の才覚を誇ったのだ
った一一一
Aguiltyconscience,urgedwiththethougllt
Offormerevi1s,easilycannoterr: (II1．iv.14-)
しかしながら，地獄の釜の中で苦しむロレンゾーを想像することで幾分なり
と気が安まるものならば'それはそれでヒエロニモの復讐の一形態であろう。
かってのヒエロニモからは想像しえないことではあるが，血の復讐のいわば代
わりをなすものであろう〈8)。
道を尋ねたポルトガル人にとって彼が「ひどい狂人」と映ったように，王へ
の直訴もまた狂気の沙汰としか取られない。ここでもヒエロニモは死んだ息子
のための正義を叫び，ロレンゾーに制止されると短剣で大地を掘り起す仕草で
(2)III,xi,9-29.
(副トマス・ヘイウッドのAWmmm2KM""f"K的域""ss(1602)で，不義を犯し
た人妻アンは罪の意識から食を絶って死ぬ。このことは，罪の意識に苛なまれるこ
とが，殺されること以上に苛酷な復醤であることを物語っている。劇の題名は，死
の床にある妻に対して真の赦しを与えた夫が妻の墓に刻んだ墓碑銘から来ている。
4叫ぶ一
I'Umakeapickaxeofmyponiard,
Andheresurrenderupmarshalship:
Forl'Ugomarshalupthefiendsinhell,
To"avengedonyouallfOrthis.(III.xii.75-)
「地歓の悪鬼どもを引きつれて」という一行は，「悪腿に追われる者」一
"hegothatthedevilsdrive"(111.xii.82)－とともにヒエロニモの梢念
の暗さを伝え，やがて来る変貌を暗示している。そして「司法長官の職を投げ
うって」とここで叫ぶように，今やそれは復讐にとって束縛でしかないのであ
る。
次のシーンで彼はセネカの悲劇を手にして登場する。独白冒頭の五行
Vindicmmihi!
Ay,heavenwiUreveng'dofeveryill,
Norwintheysuffermurderunrepaid:
Thenstay,Hieronimo,attendtheirwill,
Formortalmenmaynotapminttheirtime．(III.xiii、1－）
これは文字どおり私的な復智を禁じたキリスト教の教えである(‘'。しかし六
行目のセネカからの引用以下で，死を覚悟した上での襖讐の決意が述べられて
いる事実から考えて，この五行はおそらく皮肉な，あるいは懐疑的な口翻で語
られるものであろう。独白はさらに敵を欺きとおすために目的速成の日まで友
情の仮面をかぶっていよう，とつづいていく。こうして，先に王の面前で司法
長官の職を投げうってと叫んだヒエロニモはここで名実ともに裁判官の資格を
失うこととなる。皮肉にも，そこへ裁判官としての彼の潴声を慕って三人の訴
え人がやって来る。彼は我に帰っていかめしさを装おうが，結局，同じく息子
を殺された老人の姿に自分の悲しみの似姿を見て錯乱する。天への脈えは冥界
の裁き手への訴えにとって代わられる。老人は復野を促がしに地上に戻ったホ
レーショとなり，果ては地獄の復讐鬼と映る。ロレンゾー速の四肢を引裂くか
のように訴え人の差し出した書類は破られる。これもまた錯乱のなかでなされ
た復讐の代償行為であるが，これは裁判官ヒエロニモとの訣別を意味するであ
(4)"VengeanCeismine,Iwillrepay･''(Romans,12.19).
5ろう。そして我々はやがてもう一人のヒエロニモの登場を見るのである。
私的な換讐はキリスト教の立場からすればいわば地獣の復讐ともいうべきも
のであろう。その意味でヒエロニモの訴えが冥界へと向けられているのは当然
なことである。ウェプスターの『白魔」の中に，妹の復讐をねらうフランシス
コが，血の復智を主張するモンティセルゾ－の言を強く抑えながら，・一方では
罪人たちのリストを秘かに取りよせるところがある。彼の意図は罪人の中から
殺し屋一ロドヴィコー伯一を選んで復郷を遂げようとすることにあるが，次の
ラテン語の一行で独白をおえる一
FIecteresin"ueosumros,Acherontamovebo.(IV．i、139)(5)
すなわち，天界の神々に訴えて駄目なら下界を動かそう，というのだ。もち
ろんヒエロニモはフランシスコのような陰険な男では毛頭ないが，その冥界へ
の訴えと復讐の決意とはこのラテンの一行を思わせるものがある。
ヒエロニモの心に復讐の柵想が固まるにつれて狂女(は消える。彼の意識は完
全に醒めていくからである。そして波出家ヒエロニモとして登場する。現実の
世界での復響が不可能と知った時，彼は虚柵の世界を創造し舞台での復讐を画
策する。先にポルトガルの大使をもてなす仮面劇(I.iv.）で彼は，王に対して
かって大国スペインが小国イングランドによって蔽服されたことを示して勝者
のおごりをたしなめた。彼にとって虚構の世界は現実への批判の具であった。
もしかするとあの仮面劇はパルサザーを捕えるという名与をめぐってのロレン
ゾーとホレーショの対立を裁いたスペイン王への意趣ばらしであったかも知れ
ない。
劇中劇の柵想が芽生えかけた頃，彼はベリンベリヤから復讐の怠慢をはげし
く黄められるが，女の復讐の決意を知ると百万の援叩を得たかのように喜ぶ。
彼は久しぶりに天を口にする－
Whythen,Iseethatheavenappliesourdrift,
Andallthesaintsdositsoliciting
Forvengeanceonthosecursedmurderers.(IV.i、32-)
(5)i､e.,･Iflcannotprevailuponthegodsaboveplwillmovetheinfernal
regionsp(ﾉ盃卸β“VII,312)T"W"GD"fled.byJ.R・Brown(TheRevels
Playsm,1968)p.99
6流血の劇中劇を意図している彼にとって，神の是認がなおのこと願わしいも
のであったのであろう。ベリンペリアの決意が神の是認というに価いするかど
うかは疑わしいが，ヒエロニモの心理はそれなりに理解できよう。蛎実，この
頃より彼の口からGhell'という譜は二度と聞かれない｡帽)あるいは，彼の意
識は神も地獄も必要としないほどに鯉めていたのであろう。劇中劇「パシーダ
とエラストー」の梗概をロレンゾーたちに伝え，それぞれが演じる役割を指示
しおえた時，彼は自作の劇に対する世間の反応を思うほどの余裕を見せる－
Andiftheworldlikenotthistragedy,
【通rdisthehapofoldHieronimo.(1V．i、194-)
この二行はヒエロニモヘの共感の動揺をもII冊示していて面白い。友人ホレー
ショの不安を押しきって剣仕合に臨むハムレットが，生死を神の摂理に委ねた
のと大いに違って，彼は綿密な計画に紙づく旅血の似讐を意図し，成功する。
このことが彼への共感を減じる因となっている。彼はそのことをここで先取り
しているかのようである。それはまたすべての復響劇がになう宿命でありアイ
ロニーである。ところで，世評を予想するほどの心のゆとりを見せたヒエロニ
モにとって，劇中劇の後でのカスティール公殺害ばまったく計算外の事件であ
った。そのことにこそキッドのアイロニーを感じとるべきであろう。
劇中劇のからくりをIﾘjかし，抑えに抑えてきた思いを一鉦に吐きだすように
復響のいきさつを語りつくした後，ヒエロニモが求めたものは沈黙であり，そ
して舞台上の英雄のごとく自らの命を絶つことであった。
Andprinces,nowimholdHieronimo,
Authorandactorinthistragedy,
Bearinghisla"stfortuneinhisfist2
Andwillasl℃soluteconcludehispart
AsanyoftheactorsgonelEfOre、
AndgenUes,thuslendmyplay:
Urgenomorewords,Ihavenomoretosay. (IV･iv、146-)
(6)MmdyE.Prior;The""""eUTyqge"(IndianaUniv.Press,1966),
P.57:"OnlywhenhediscoversasPurandanallyin"1-Imperiaanddeter-
miesontheonecourselefthimdotheseinfernalimagesleavetheplayg…,’
一
一
???
自らを悲劇役者になぞらえて自害し果てるのが剥中劇の筋書であり，彼の当
初の計算であった。しかし，王やカスティールやポルトガル太守に執ように問
いつめられたヒエロニモは
Butneversllaltthouforcemetoreveal
Thethingwhiclllhavevow'dinviolate:(187-)
と不思縦な一笥を残して舌を噛みきる。なおも｡0Youcanwrite.''とつめ寄る
カスティールを，鴬ペンをけずる身振りで取りよせたナイフで殺し，自らも胸
を刺す。「破らぬと誓ったこと」はこのドラマのどこにも見出せない謎である。
おそらく彼の心理を想像すれば，もう何も語ることもなく，また語りたくもな
い男が，なおも問いつめられ，追いつめられた挙句，苦しまぎれに発した挑戦
であろうか。ヒエロニモの誇らしげな長口舌につづく助的な応酬に劇的緊張は
高められて兇ﾘな大詰だとは思うが，その反面，綴密な叶画，成功そして勝利
磯から計算外の殺人という衝動的行為へとつづくその落差にキッドの鋭く冷酷
なアイロニー を見るべきであろう。罪もないカスティー ルを巻添えにして，と
いった倫理的立場からこの終局を見る限り‘ｱ'，キッドの透徹したドラマの把握
は理解しえない。
2
世緋の過程に於けるヒエロニモの内的世界，つまり心‘燗の反映が彼のいう天
であり地歎であった，と言ってよかろう。目的は一世して血に報いるに血を以
ってする復智であった。あせり，絶望，謀び，自己正当化への期待といったそ
の時その時の心理の投影が天であり地献であった。彼にとって神の徒が他律的
に存在するのではなく，従ってそれによって行助を束縛されることはない。あ
くまでも自己の感燗に忠実に生きることによって目的を連成する－それがヒ
エロニモのすべてであった。神の是認はいわば追認の形であってそれで十分で
ある。もし彼が自分の行為が神も認めるところだという自侭があれば，いわゆ
るheaven'sscouIgeたるの自覚も持ち得たであろう。しかしヒエロニモの口
からはついにエリザベス朝に特有のこのことばは聞かれない。彼の思いはひた
すら暗い其界をさまよったのである。復讐の思いとはしょせんどす黒い情念で
ある。
(7)FredsonT･Bowers(E"麺膨娩α椰R"""TJ･a伽吻1587-1642,PeterSmith,
”､62-100）を始めとして多くの秤家の取る立場である。
8確かに，「目には目を｣，「歯には歯を」という旧約的復讐の怖念をCvindicta
mihi'の新約的戒律で安易に否定しさるところに真の悲劇は生まれない。倫理
の安易な勝利からは力強い人間の悲劇は生じないのである。祈る王を見逃がす
ハムレットは，暗いあやしげな光りを放つそのせりふ通りに，悪魔的なまで
に残酷な復讐の悩念にとらわれていた。悔改めの時を与えず父の命を奪った仇
敵を，かく祈りの股中に殺して天国に送り込んだとて，それが何の復讐になろ
う－ハムレットを支配するものはまさに最も索朴な正義と法の原型としての
lextalionisの悩念であった｡ハムレットを美化するために－その実は弱々
しいハムレット像しか生まれてこないのだが－このせりふに復讐遷延の口実
を読みとることは正しい理解から程遠い。この意味でハムレットの思いは，父
と妹の仇を討つべく彼の帰国を待つレアティーズの次のせりふと何ら避ぶとこ
ろはない一
Butlethimcome.
Itwannstheverysicknessinmyheart
Thatlshallliveandtellhimmhiseeth,
4ThuSdidestthou.' (IV・vii.53-)(8）
このせりふにハムレット的暗さがないのはレアティーズの性絡のせいである。
二人の違いは復響の是非についての思惑や復讐の意志の強弱ではなく，二人の
資質，感受性の述いである。ポローニアス誤殺の後にハムレットに変化が現わ
れ，さらにイギリスへの航海等さまざまの経験を経て，生死を神に委ねる境地
に彼は連した。しかし，復轡そのものへの疑惑がハムレットを聾った形跡は見
当らない。彼にとって問題であったのは，復讐そのものの処非ではなく自己の
心の整理にあったのである。ハムレットにとって復讐を否定する他律的な神の
錠は無縁であった《9》・
ターナーのr無神箇者の悲劇」では神の勝利があからさまに讃えられてい
る。父の仇を討とうとするチャールモントは決定的瞬間に父の亡霊によって復
讐は神に委ねよと命じられる一
Hold,Charlemont!
Lethimrevengemymurderandthywrongs
(0rハムレット』の引用はZ膨Cm"JefePeljm"S""母〆"8(1969)による。
⑨この問題についてはr"qmlef鵠一復讐と罪の意識』『金沢大学法文学部論集文学
筋』Vol．9(1962)で翁じた。
Tbwhomthejusticeofl℃venge"longs.(In.ii、32-)
チャールモントの精神的葛藤は次の二行に示されている一
Youtortureme"tweenthepassionof
Mybloodandthereligionofmysoul．(III.ii.35-)
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確かに，ここに苦悶と葛藤が表明されてはいるが，あまりにも紋切り型の表
明であって深い感動をよび起さない。つまり図式化，公式化されすぎているの
である。チャールモントは結局復讐の意志を捨てかえって仇敵である叔父ダン
ヴィルに捕えられる。そしてあわや断頭台の露と消えようとした時，振り落と
された斧に首をはねられた者は意外にもダンヴィルであった。チャールモント
はこの不可思鍛な率実に神の意志を見て感慨にふける－
OnlytoHeav'nlattributethework,
WhosegraciousmotivesmademestillfOrbear
To"mineownrevenger.NOwlsee
Thatpatienceisthehonestman'srevenge．(V.ii、275-)('0》
こうして「無神論者の悲劇」は，殆んど劇的動機に欠けたダンヴィルの自殺
と，チャールモントの神に対する讃美と感謝でおわる。ターナーは暗くあやし
い復響の悩念を否定し，宗教的戒律を強く削面に押し出すことで作品としての
価値を著しくおとしたと言わなければならない。
ヒエロニモが神の碇に言及したのは三蕪十三場の独白冒頭の五行であった。
彼はそれをおそらく皮肉なあるいは懐疑的な口調で語ったであろうと先に番い
たが，概して聖薔，古典からの引用，または諺の援用は，発言者の真意を暖昧
なものとしがちである。また口では葛藤を訴えながら，その実，いわば出来合
いの術蛮的なことばを借用することによって安易な妥協を示す場合もしばしば
である。ヒエロニモの"Vindictamihi…”の五行にもこの類いの真華さの欠
如が感じられる｡要するにヒエロニモには復響の是非に関する葛藤は先ずなか
ったと考えてよいであろう。冒頭に，このドラマがあらわな復讐心が支配する
悲劇である，と言ったのはこの意味である。
00引用はIrvingRibner鱈のTheRevelsPlaya版(1964)による。
10
3
「スペインの悲劇』が力強くはあるが索朴，単純であるのにはいま一つの理
由がある。彼響劇，いや悲劇一般が持つ「性」に対する疑惑という問題がここ
には欠けている。父の復讐ということだけであれば，我々の知る『ハムレッ
ト」は生まれなかったであろう。母の不獲という，多感な青年を苦しめずには
おかない性の問題がハムレットの立場を困難なものとした。性の間瑚はやがて
いっそう倒錯の様相を帯びて一群の棋響劇を含む悲劇全般をつつむこととな
る。ジェームズ朝悲劇の多くは社会胸理学，精神病理学の対象ともなり得るで
あろう。『復讐者の悲劇』では，変装したヴェンディスは仇敵の宮廷に乗りこ
み，ラッサリオーソの命に従い妹をその悩欲の犠牲に供しようとする破目とな
る。妹の貞操を信じ，その拒絶を罫こぶところにまだ救いはあるが，次の独白
は復鮮のためとはいえ，悪を悪と知りつつその悪の一魂を荷なう男が自潮をこ
めて語る醜悪な人間の姿である－
Were'tnotforgoldandwomen,therewouldixnodamnation;
Hellwouldl"klikealord'sgreatkitchenwithoutfirein't:
But'twasdecreedIEforetheworld"gan,
Thattheyshouldirtheh"kstocatchatman.(II.i.257-)<'')
しかしこれはまだ悪を外から眺めたものにすぎず，『モルフィ公爵夫人」の
ポゾラは，悪の内部に立ち入って悪の臓脇をさらけ出してみせるのである。こ
のことは人間という存在そのものの罪業にI)M眼したボゾラにして始めてなし禅
ることであった《'2》。これらジェイムズ朝の悲劇と比較すれば,1580年代の末
に醤かれた『スペインの悲劇」には流血への趣向はあるが，倒錯した病的な要
素はない。
ヒエロニモの狂気も病的とは呼びがたい。それは子を殺された親の悲しみ，
さらに法への訴えも阻まれて生じた錨乱である。リアに於けるように愛する子
供に裏切られたり，またはハムレットのように愛する母に許しがたい罪を見川
したことに原因する，つまり人間不信から生じた狂気ではない。
ヒエロニモの場合は，ひたすらな親の愛の過剰であって，そこに働きかける
伽引用はR.A.Foakes編のTheRevelsPlays版(1966)による。
⑫ポゾラがこの悲劇に於て占める役削については,rJohnWebSter諭一モルフィ
公爵夫人の死とその宗教性」r金沢大学法文学部論集文学篇』Vol.11(1964)で
猫じた。
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倒錯した要索はない。その意味で「ハムレット」が子に課せられた父の復響と
いうテーマであるのに対し，この悲劇が親が子の復讐をするテーマであるのに
はそれだけの意味がある。親の愛はしばしば盲目的である。『スペインの悲劇」
には外にパルサザーに寄せるポルトガル太守の愛，息子の殺害を訴え出る老
人，そして二人の子，ロレンゾーとベリンペリアを一挙に失うカスティール公
といったように子を失う父が幾たりか登場する。なかでも太守は，勝手に思い
えがいたバルサザーの死(I.iii.),そして終局に於ける現実の死－それも，
劇中劇という虚櫛のなかでの現実の死一というように息子の死に翻弄され
る。その意味で親の愛と悲しみは，ひとりヒエロニモの独占を許すべきではな
いであろう．ドラマの終局はこのことをアイロニーを以って語っているのであ
り，そしてドラマのバランスもまた保たれるのである。
父の愛梢は同時代の作品にしばしば見られるように6natO1re'とGkindnegg'
という語で示されている。たとえば危うく処刑を免れたアレグザンドローはポ
ルトガル太守の性急な裁きを親の愛情の名に於て弁護する一
DrEadlord,inkindnessyoucoulddoless,
U"nreWrtofsuchdamnedfact:(III.i.80-)
先にヴィラッポのざん言にのり，パルサザー 殺しの科でアレグザンドロー の死
刑を命じた太守の行為を言ったものである。このアレグザンドロー という人物
は常識の代弁者ともいうべき男であるが，この男にして，太守の愚かな行為を
親の愛に免じて許容するのである。太守は絶対の権力を持っているから復響と
して臣ドを処刑することも出来よう。アレグザンドロー の揃識は親の愛悩とし
てそれを止むを得ぬこととする。息子の殺害者たちが，法の蛾きとし､う換瞥も
かなわぬ相手であると知った時，ヒエロニモに狂気の徴候が現われ始めたのも
自然であろう向妾イザベラもまた無力故に狂女(となる。
ポルトガル太守が恐かであるならば，ヒエロニモもまた愚かである。ホレー
ショ殺しの犯人がたとえ司法官としての自分の力の及ぶ人閲であったとして，
果たして彼に↑'にとらわれない公正な裁きを期待し得るであろうか。このこと
は常に我々 が怖れることである。あれはどの悲しみと憎しみを沼り，復讐とい
うことばを幾たびも口にする数判官に我々は不安を覚えないではいられない。
この不安は"1に我々 の主観ではない。ヒエロニモは息子の生存中すでに子への
偏愛を示していた。一幕二場,llliわれのパルサザー に対しロレンゾー とホレー
ショの両名はいずれ劣らぬ權利を主張した合パルサザーまでがロレンゾーに有
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利な証言をする。たまりかねたヒエロニモは王にむかっていう－
Butthatlknowyourgraceforjustandwise,
Andmightseempartialinthisdifference,
EnfOrc'dWnatureandbylawofarms
MytongueshouldpleadfbryoungHoratio'sright.
口では息子のために弁じることをためらいながらも
Hehuntedwellthatwasalion'sdeath,
Nothethatinagannentworehisskin:(170-)
(I.ii.166-)
ライオンの毛皮をきた者とはもちろんロレンゾーのことであって，当時の諺
を引用するまでもなく，これは露骨な挑戦であり愚弄である。親として当然の
傭とする反面，裁判官の言としてはいささか危倶を覚えさせることばである。
王の裁きはホレーショにはパルサザーの麹と身代金を与え，ロレンゾーには武
器と馬を与えさらにパルサザーを彼の邸に滞在させることであった。ヒエロニ
モの波出によるポルトガル大使歓迎のための仮面劇はこの片手落の裁きへの批
判であろう。
ホレーショとベリンペリアの愛欲とホレーショ殺害の場，つづくヒエロニモ
の悲嘆の場では，キッドのアイロニーは冴えている。愛の営みがホレーショの
いうとおりcdarkne='の中で営まれるのは当然ならば，殺人もまた同じ暗闇
に乗じて行われる。阿屋の樹にぶら下げられた息子の死体を発見してヒエロニ
モは天を呪う－
Oheavens，whymadeyounighttocoversin？
Bydaythisdeedofdarknsshadnotken.
Oearth,whydidstthounotintimedevour
Thevildprofanerofthissacredbower？（11.V､24-)
もっともな嘆きである。しかし我々の耳には女を暗い阿屋へと導くホレーシ
ョの声が残っている一
Nowthatthenight"ginswithsablewings
T℃overcloudthebrightnessofthesun,
Andthatindarknesspleasuremaybedone,
Come,Bel-immria,letustothebower,
Andthereinsafetypassapleasanthour.(II.iv.1-)
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二人の愛欲のシーンはかなり際どいものである。たとえば現実の死が迫って
いるとは知らず，性的意味を持つ@die'!!8'(11.iv.47,48)ということばが取
り交わされ，それに大胆な姿体も伴なう。それだけにヒエロニモのいう0this
sacredlnwer'はうつるに響くのである。暗闇の中で愛欲にふける者もまた
「この聖なる阿屋を汚す者」ではないか。もちろん，男女の愛欲と殺人とを同
日に論じることは出来ない。しかしヒエロニモが"virtueanddesert"(Ⅱ．v、
31）の椛化のごとくホレーショをいとおしむ時，我々の共鴫を抑制する何もの
かがドラマ自体の中に潜んでいるのである。それはドラマの柵造とイメージを
支えるキッドのアイロニーである。アイロニーは共感が一方に傾むくことを抑
制する精神といえようか。
信じがたい息子の死に"OpoorHoratio,whathadstthoumisdone,…?"
(n.v.28)と叫ぶのは当然としても，「どうして」，「なぜ」という問いが
このドラマを通してヒエロニモの意識に強くのぼらないのは奇妙である。のぼ
らない，というのは言いすぎであるが，少なくともその感を強く印象づけられ
ずにはおれないのである。彼の意識は，もっぱら「誰によって」という問いに
よって占められていて，「なぜ」が奇妙に薄らいでいる。皮肉なことに，ベリ
ンペリアの手紙でロレンゾーとパルサザーの名を知った時も，「どうしてホレ
ーショが？」という当然の疑問が「どうして妹が兄を訴えるのか？」（Ⅲ.ii.
34-36）という疑問に取って代られる。ついでペドリンガノの手紙で彼らの悪
事が砿証された時には，「いかにして」と「なぜ」は完全に彼の心から消えて
し､るのである。
理由は簡単である。彼にとって「誰に」ということに較べれば「なぜ」はそ
れほど亜大な問題ではないのだ。彼の心を支配するものは理非を越えた悲しみ
と憎しみであった。しかも彼は，理非をあかすべき司法官であったのである。
ヒエロニモの哉初の独白に，殺人やその他の悪が横行する世間を嘆いたこと
ばがある一
⑱代褒的な例はダンのr聖列加入」中の$die'である。また，マーロウのrエドワー
ドニ世』冒頭でのギャヴェストンのせりふにも見られる。(I.i.14)
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Oworld,noworld,butmassofpublicwrongs,
Confus'dandfill'dwithmurderandmisdeeds!(Ⅲ.ii.3-)
一見，社会の不正，腐敗を司法官という公けの血場から慨嘆したかに兇える
この発言も，心情的には私的な悲しみの域を越えてはし､ない。ハムレットに
は,"Thetimeisoutofjoint."(I．v.188)を含むせりふをはじめとして社
会に対する鋭い批判と躯刺，時には社会悪を端正すべき自己の寅任を吐露する
ことばが見られるのに対し，ヒエロニモは終始，狭い自己の殻に閉じこもり，
悲しみの悠傭に浸りつづけるのである。
つまり，ヒエロニモは息子いとしさの一途の思いに生き，そして死んでい
く。従って，彼の「生」と「死」には何ら哲学的または宗教的な重みと意味を
感じさせるものはない。ノkきるということの意義を問うことはなく，劇II'二度
にわたって自殺を思いめぐらす時も，フォー スタスの"despairanddie!"
(V､i､64)という叫びに似た魂の深奥をのぞかせるものはない。また，自殺
を思いとどまるのも，自分が死ねば息子の復讐は一体どうなるのだ，誰がして
くれるのか，という気がかりからにすぎない《'4)へ死後に見るであろう夢への
恐怖，そしてそこに表明されるハムレットの哲学と宗教はヒエロニモのまった
く与かり知らぬところであった。もっとも，彼の意識に宗教的背最が欠如して
いると責めるつもりは毛頭ないし，またそれは無意味であろう。しかし，排定
の宗教はなくとも，「白魔」のフラミネオーは死に臨んでIﾘ｣確な哲学を持ちえ
たのである('5)。確かに，ヒエロニモも死を党悟して始めて自らの手による復
讐を決意した。
Ifdestinythymiseriesdoease,
Thenhastthouhealth,andhappyshaltthoube:
Ifdestinydenytheelife,Hieronimo,
Yetshaltthou"assm℃dofatomb:
Ifneither,yetletthisthycomfort",
Heavencoverethhimthathathnoburial.
Andtoconclude,Iwilirevengehisdeath!(Ⅲ.xiii､14-)
⑭TheodoreSpencer,D"fんαME雌α彫f〃α祁Tp'"0W",(PageantBookS,1960)
pp.170－1
脚拙秘rJohnWebSter證一モルフイ公爵夫人の死とその宗教性』炉金沢大学法文
学部當災文学筋』Vo1.11で蓋じた。
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しかしここには死に対する償極的な肯定は見出せない。それはまだしも，我
々は現実のヒエロニモの死が彼の期待どおりの死ではなかったことにふたたび
注目しなければならない。彼は復讐を逐げた後，沈黙と自決を求めた，それも
従容とした舞台役者の死を。しかし現実はそれを許さなかった。その願いも空
しくヒエロニモはふたたび現実の世界に引き戻され，その死は狼狽のうちに思
わぬカスティール殺しを付録としての追いつめられた死であった。死にあたっ
て彼がカスティール殺しをいかに受けとめたか，我々は知る由もない。もちろ
ん彼の心理は十分に理解できる。しかし，一人の人間の死に何の意味もないは
ずはない。ことは心理的解釈だけではすまされないのである。「ハムレット」
では，ポローニアス殺しはドラマの，従ってハムレットの精神の展開途上に起
った．それはハムレットの亜大な転機となり得た。ヒエロニモにはそれは許さ
れなかった。我々 はただ,"HewithaknifestabstheDukeandhimself.”
（Ⅳ.iv､198)という一行のト書を残されるのみである。ハムレットの綬後の
ことば"Therestissilence."(V.ii､347)に，我々 は短かい一生ながら，そ
れを典鎚に生きぬいた男のやすらぎを覚えるのに対し，ヒエロニモの死には不
気味な沈黙と空洞を鵬じないわけにはいかないのである。
4
このドラマの冒頭に於て，其界の女王プロセパインがアンドレアの亡遡に見
せた微笑は何を意味するものであろうか。スペインとポルトガルの戦争でパル
サザーとの一騎討ちで倒れたアンドレアに冥界のいずれの場所を永住の地とし
て与えるべきかを決めかねた．ド界の裁判官たちは，下界の王者の裁ぎを仰ぐべ
く亡盤をプルートーのもとへと送る。プロセパインは微笑して裁きを買って
で，何ごとかを「復瀞」にささやく。忽ち，アンドレアの亡謹は「復轡」に伴
なわれて地上に舞い民る･これが一幕一場の亡笠の口上である。
プロセパインが復響を掌る女神であるかどうか審らかでないが，ベリンペリ
アがこの悲劇で占めている役剖を思うと，この爽界での裁きでプルートーなら
ず女神が自ら乗り出してきたのも偶然ではなし､であろう。アンドレアの死後，
ベリンペリアの愛はホレーショに移る。彼女に求愛するパルサザー，二人の結
蛎を強く支持し促進させようとするロレンゾー．こうしてホレーショの死は必
至となり，ついでヒエロニモによる復讐へとつながっていく。不吉な結果を伴
なう女の愛を，しかも死んだとはいえアンドレアから友人ホレーショヘの女の
愛の移行を見通す者として，やはり女神プロセパインの意義はあろう。その微
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笑は，ベリンペリアの女心を見抜いた快心の笑いであろう。いわんや，ペリン
ペリアにとってホレーショを愛することが亡き愛人への復讐をも意味するもの
であって見れば，女神の微笑は単に女心を見抜いた快心のほほえみであるばか
りでなく，この復讐劇の要めをついたものであったともいえよう。
二人の愛が捜厚なものであることは先に述べたが，そもそも二人にはそれぞ
れ相手を求め合う気持が始めからあったかのようである。一幕四場で女に対し
てアンドレア戦死の様子を語るホレーショの叙述は，アンドレアの亡霊も語ら
ず，またスペインの将軍も語らなかった新事実を告げている。つまり，アンド
レアが正々堂々たる一騎打ちでなく卑劣な方法でパルサザーに殺されたという
ことである。将軍の言とホレー ショの言とどちらを信じてよいであろうか(16》。
どうやらホレーショの側には完全な嘘とはいえないまでも，多分に誇張された
ものがあるようである。すでに述べたように，パルサザーを捕えた名与に関し
て彼にはロレンゾーだけでなく当のバルサザーにも含むところがある。その
上，王の命で彼はロレンゾーの家，つまりベリンペリアの家にあずけられてい
る。ホレーショはアンドレアの腕から外してきた女の贈り物(favour)をわざ
わざベリンペリアに見せている。それが戦場に赴く騎士の慣いとして，ベリン
ペリアからの昭り物と知らないはずはない。現に彼は，それを持つのにもっと
もふさわしい男として改めて与えられる。また彼はアンドレアへの友情を熱っ
ぽく力晩している。こう考えてくると，アンドレア戦死の詳細はかなりパルサ
ザーヘの敵意から歪められ誇張されたものと理解すべきであろう。ベリンペリ
アの側にも彼の愛を受け入れる気持は十分あったのである。ホレーショが立ち
去った後の独白から見ても，新しい愛情がアンドレアの復讐を思いたつのに先
行していることは明白である。彼女は先ずホレーショヘの愛を独白し，ついで
アンドレアの復讐を思う。そしてつづける－
YeS,"condloveShallfUrthUrmyrevenge.
IDllloveHoratio,myAndrEa'sfriend,
⑱W・エンプソンはアンドレアの戦死をカスティー ルによる諜路と見る独創的な見
解を展開している。エンプソンにとっては，当然ホレーショの言を真実と考えるこ
とが前提となっている｡"TheSpanishTragedy"inEIjZa廃f勉如pmmg;MM"f
E""s"Cr"鰄SWped･byR.J・Kaufmann,(OxfordUniv・Press,1968)
Pp,60-80．それに対しpPeterB.Murrayはドラマの柵成が観客に与える暗示と
いう視点に立って，ホレー シヨの語りがヴイラッボの虚言(I.iii)につづくシー ン
であることを強調してその真実性を疑がう。TMMas"4(TwaynePublisherS,
1969）”､45－47．
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ThemorEtospitetheprincethatwrOughthisend.(1.iv､66-)
すでにバルサザーの求愛を知っているベリンペリアは，ホレーショを愛する
ことがそのままパルサザーヘの恨みをはらすこととなる，と考える。第二の愛
を正当化しようといういささか虫のいい願いであるが，これはこれで女にして
始めて可能な復讐である。しかし，そのことが新たな憎しみと復讐を招来しよ
うとは夢思わないのである。劇中ﾙﾘで彼女が彼じるパシーダはヒエロニモによ
れば"chasteandresolute"(IV.i､140)な女である。ベリンペリアが二人の
男に寄せる愛はいずれも真実の愛であったであろう。しかし反面，第二の愛を
移り気と蛍めるのは酷であるとしても，移行は移行である。思わぬ悲劇をはら
むこの愛の移行と，女をめぐる男たちの不吉な迎命を，女神プロセパインは見
抜いたのである。快心の笑いであり，また皮肉で不気味でもある徹笑を浮かべ
て。ヒエロニモの死についていえた悲劇的アイロニーはここにも意地悪く潜ん
でいる。
ところで，プロセパインによって地上に舞い民らされたアンドレアは，自分
の眼前で操り広げられる悲劇をどんな思いで眺めていたであろうか。それは各
孫の終わりでの「亡迩」のことばで我々は知る。しかし彼もまた，錯覚を覚え
ているのではないであろうか。
地上に舞い戻され，夢うつつの恩いで聞く「似野」のせりふはまさに亡盆に
とって0mystery'であったはずだ毎
Thenknow,Andrea,thatthouartarriv'd
Wherethoushaltseetheauthorofthydeath,
DonBalthazartheprinceofPOrtingale,
DepriV'doflifebyBel-imperia:
Heresitwedownto¥ethemystery,
AndserveibrChorusinthistragedy．(1．i､86-)
この「復響」の口上に先立ってアンドレアの亡鐵は，生il1でのベリンペリア
との恋，戦場での死，さらに，其界での裁きから地上に戻るまでのいきさつを
極めて客観的に冷静な口調で語っている。一騎打ちの相手バルサザーの名舸す
ら挙げていないのは，戦場での死であるため彼に対して何の恨みも抱いていな
いためであろう。しかし「復讐jの口上を聞いたからには，何はともあれ，パ
ルサザーがベリンペリアの手によって殺されるということだけは知ったわけで
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ある。そして舞台の進展を見るうちに，冷静さは失せ次第に感梢は高ぶり，つ
いにバルサザーの死を鴫鯉する復讐鬼となる。いや，単なる復讐鬼にとどまら
ず，敵味方の区別なく抑台上で展開する流血の一大スペクタクルを歓ぷかのよ
うである。ベリンペリアとホレーショの濃厚な愛に嫉妬すら党えないのも，彼
の心を領するものがただ復讐の一念であるからであろうか。そして最終局面で
の劇中劇で，トルコ皇帝に扮したパルサザーがペリンペリア波ずるパシーダに
殺されるのを亡霊は見る。流血の惨躯に満足しきった亡霊はベリンペリアを乙
女たちのし､こう悦びの野へといざなおうという．
しかしながら，確実にいえることは，バルサザーを刺すベリンペリアの心に
はすでにアンドレアはなかったということである。彼女はいうまでもなくホレ
ーショの仇を討ったのであり，我々（このドラマの観客）も当然そのように受
けとめる。肝心のアンドレアの亡謹はそれをどのように受けとめたのであろ
う。自分のための復響だと偏じきっていたのであろうか．しかし，ともかく大
いに満足して恋人たちの野へと女をいざなおうとする．亡錐もまた錨党に陥
っているのではないであろうか。スペイン王，ポルトガル太守，そしてカステ
ィールがヒエロニモによって説明されるまでは，虚構と現実との区別がつかな
かったように，亡霊もまた質こそ兇なれ，一つの錯覚を強いられたのである、
冒頭の口上で，「復讐」は復讐をにおわすことばを避けて"Depriv'doflife''
とニュートラルな表現を用いているのを思い起こすべきであろう。
カスティールの死はこの意味でもアイロニカルである。ペリンペリアとアン
ドレアの恋に激怒したカスティールの死は，亡笠にとって望外の歓びであった
であろう。亡霊は地獄おちの筆頭に彼を数えるのである。彼の殺害がヒエロニ
モにとってまったく予定外のことであったことと思い合せるならば，ここにも
奇妙で不負(味な暗合がある。このことは女神プロセパインのあの微笑のなかに
秘められたCmystery'であったはずだ。亡霊までも錯覚に踊らされる－『ス
ペインの悲劇」は周到なアイロニーに支えられたドラマである。
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